
協議事項に係る執行部補足説明（各学童で協議頂くにあたり、必要と思われる提案根拠） 

① 運営規程に係る支援課との協議について。 

概ね、12 月理事会で示したとおりであるが、第 6 条（職員の職種、員数）の支援単位及び利用定員等、

定員超過での受け入れ態勢について、有事の際の責任の所在が不明確であることをふまえて「設置責任

者である筑紫野市との協議により」という文言で整理した。これは「公設民営」であるため、施設整備

は行政の責任であり、事業者は行政で事業運営者が法人であることも含んだ表記とご理解いただきた

い。（ただし、条例では当法人のみならず、一般事業者への指名も視野に入れていることから事業者は

法人と読み替えることになる。）よって、別表３の利用定員は一人当たり 1.65 ㎡での収容人数を記載し

てあるが、支援課との協議結果において、利用対象児童の拡充による定員超過保育については設備状況

から鑑みて「やむを得ない事由」に該当する、とした上で、別紙のとおり提案している。支援児に係る

加配については、一つの支援体ごとに配置するという確認はとれている。 

 

②-1 主任者手当の増額について。 

主任者制度の確立については本年度の重要課題であるが、現在、「主任」の業務内容・職責・選考基準

等についての確立ができていない。しかし、平成 24 年度の主任退職に際して主任昇格を行っていない

ため、大規模 3 名配置のところ、2 名体制となっており、主任総数が 17 名から 14 名に減少した。ま

た、指導員会の委員会活動を見直したため、実務上、主任指導員の負担増となっている。10 月実施の

指導員への聞き取りからも「主任手当増額要望」があがっていることから「現行の月額 3000 円から

5000 円に改定してはいかがか」ということで協議事項とさせて頂いた。なお、主任者手当を増額した

場合の試算は資料の通り。主任数が 15 名になっているのは、事務局職員の主任昇格を予定しているた

め。 

 ※3 月臨時理事会で詳細な資料を事前に示し、指導員同席による協議を行うにあたり、こちらも指導員

との十分な話し合いと、必要とされる資料について具体的に意見をいただきたい。 

 

②-2 延長保育勤務手当の付与について。 

本件については 10 月から「指導員会研修」や「主任者会議」で協議している。まず、職員の勤務労働

状況については、12 月理事会資料や今回の資料からおおむねご理解頂いていると思われる。現在、指

導員会との協議において、27 年度に限っては「小規模学童の正規 2 名体制職場（具体的には 阿志岐・

山口）の通常保育（月～金）は指導員の勤務時間を 13 時～19 時までに移行する」「指導員が 3 名以上

の学童については ①12 時から 18 時まで勤務 ②13 時から 19 時まで勤務（延長保育従事者）の 2 つ

のシフト体制を試行する」ことで妥結。しかしながら、私たち保護者も 19 時まで勤務するとなれば家

庭への負担がかかるように、指導員も自己の家庭や生活を制限して 18 時～19 時の延長保育に従事す

ること、また、家庭の事情（介護家族の支援やひとり親家庭など）により 19 時までの勤務が困難な職

員がいるため「職員間の不平等（労働意欲の低下）」が発生すると懸念されることから、18 時から 19

時までの延長保育勤務の職員については、平成 27 年度に限り暫定的措置として「延長保育勤務手当（1

日 100 円程度）」を付与することを検討している。 



③ガイドラインの制定について 

筑紫野市の方針により、通年利用児童の対象範囲拡充は先行実施されるものの、施設設備が整わない

ことから、支援課と協議の際に「保育所申込程度の勤務形態等のチェックが必要になることが想定され

る」と助言いただいたことにより、学童の入所判断の資料となるべく 27年度に限り入所申込み等の書

式改訂を行ったが、現在、入所・退所・休所等については「各学童保護者会で決定」とされており、そ

の基準と方法については不明確である状況。会長および現場指導員の負担軽減を図るため別紙の通り

「学童保育所利用に係るガイドライン」の制定が必要であり急務であると考えた。 

「しおり」には学童保育事業全般に係る事項を「利用者の視点」で記載しており、「ガイドライン」

は「入退所等に関する基準」を明確にすることにより「運営者（現場対応）の拠り所」として制定する

ものと考えている。本来ならば、しっかりと検討して制定すべきものとは思われるが、27 年 4 月の延

長保育事業実施までに示さなければ、現場の混乱は必至と考え、急ではあるが 2 月理事会にて協議事

項として提案させて頂くこととした。 


